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広沢参議横死事件と安藤則命

　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
　
は
じ
め
に

　
明
治
四
年
一
月
、
木
戸
に
代
わ
り
政
府
内
に
あ
っ
て
長
閥
を
代
表
し
て
い
た
参
議
広
沢
真
臣
が
私
邸
に
お
い
て
横
死
す
る
と
い
う
事
件

が
発
生
し
た
。
同
事
件
は
九
年
以
上
の
長
期
に
わ
た
り
、
弾
正
台
、
刑
部
省
、
司
法
省
、
東
京
府
、
東
京
警
視
庁
等
多
く
の
機
関
に
よ
り

捜
査
が
進
め
ら
れ
た
．
そ
し
て
、
彩
し
い
数
の
容
疑
者
が
浮
か
び
、
浮
か
ん
で
は
消
え
て
い
っ
た
。

　
同
事
件
の
処
理
を
め
ぐ
っ
て
は
、
主
と
し
て
司
法
省
が
反
政
府
運
動
と
の
関
係
を
追
及
し
た
の
に
対
し
て
、
警
察
当
局
は
広
沢
の
痴
情

関
係
に
照
準
を
合
わ
せ
て
い
た
．
両
者
は
、
当
初
捜
査
権
の
重
複
に
ょ
り
権
限
争
い
を
展
開
し
、
裁
判
の
開
始
以
降
も
捜
査
の
方
針
や
捜
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査
手
続
き
を
め
ぐ
り
激
し
く
対
立
し
た
．
警
察
側
に
お
い
て
終
始
同
事
件
の
捜
査
を
担
当
し
た
安
藤
則
命
は
、
あ
く
ま
で
現
場
重
視
の
姿

勢
を
崩
さ
な
か
っ
た
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
こ
れ
ま
で
、
先
学
に
よ
る
同
事
件
の
研
究
で
は
、
安
藤
の
拷
問
を
交
え
た
強
引
な
捜
査
が
事
件
の
解
決
を
困
難
と
し
た
と
の
評
価
が
な

さ
れ
て
き
た
．
そ
し
て
、
そ
れ
は
一
重
に
安
藤
の
性
格
や
古
い
捜
査
方
針
に
起
因
す
る
と
の
理
解
が
示
さ
れ
た
．
逆
に
、
司
法
省
に
つ
い

て
は
、
参
座
制
や
臨
時
裁
判
所
の
開
設
な
ど
公
平
な
審
理
を
推
進
し
た
と
の
評
価
が
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
以
上
の
見
方
は
、
安
藤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

の
意
識
と
行
動
を
正
確
に
理
解
し
な
い
一
面
的
な
評
価
で
あ
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
．
ま
た
、
安
藤
の
政
治
的
背
景
に
考
慮
す
る
こ
と

に
ょ
り
、
同
事
件
処
理
の
政
治
過
程
に
つ
い
て
よ
り
深
い
理
解
が
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
本
稿
は
、
以
上
の
問
題
意
識
の
下
に
、
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
『
三
條
家
文
書
』
、
『
大
木
喬
任
文
書
』
、
及
び
国
立
公
文

書
館
所
蔵
『
公
文
録
』
等
に
み
ら
れ
る
未
紹
介
の
捜
査
関
係
書
類
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
警
察
制
度
形
成
期
に
お
け
る
警
察
官
僚

　
（
3
）

安
藤
の
意
識
と
行
動
を
究
明
し
、
も
っ
て
維
新
官
僚
研
究
の
一
助
と
し
た
い
。

2

（
1
）
　
尾
佐
竹
猛
『
明
治
秘
史
・
疑
獄
難
獄
』
（
昭
和
二
十
三
年
、
実
業
之
日
本
社
）
、
同
『
法
窓
秘
聞
』
（
昭
和
二
十
四
年
、
実
業
之
日
本
社
）
、
同
『
明

　
治
警
察
裁
判
史
』
（
大
正
十
五
年
、
邦
光
堂
書
店
）
、
田
中
時
彦
「
広
沢
真
臣
暗
殺
事
件
」
（
我
妻
栄
他
編
『
日
本
政
治
裁
判
史
録
・
明
治
前
』
所
収
）

　
等
参
照
。

（
2
）
　
中
原
英
典
「
中
警
視
安
藤
則
命
の
二
つ
の
上
申
書
（
一
）
（
二
）
」
（
『
警
察
研
究
』
第
四
二
巻
十
一
、
二
号
）
．

（
3
）
　
安
藤
則
命
は
、
文
政
十
一
年
三
月
、
薩
摩
藩
士
安
藤
一
角
の
長
男
と
し
て
鹿
児
島
城
下
に
生
ま
れ
た
．
維
新
以
前
の
履
歴
に
つ
い
て
は
必
ず
し

も
詳
ら
か
で
は
な
く
、
あ
る
程
度
洋
学
に
通
じ
、
幕
末
開
国
派
に
与
し
た
こ
と
が
僅
か
に
知
ら
れ
て
い
る
．
中
原
英
典
氏
に
よ
れ
ば
、
文
久
の
英
国

艦
隊
鹿
児
島
砲
撃
事
件
へ
の
出
陣
及
び
そ
の
武
勇
伝
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
．
し
か
し
、
安
藤
が
頭
角
を
顕
す
の
は
、
維
新
以
降
警
察
機
構
の
創
設
、

発
展
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
明
治
元
年
十
月
、
安
藤
は
東
京
府
に
出
仕
し
、
市
中
取
締
隊
長
に
補
さ
れ
た
．
爾
後
、
東
京
府
大
属
、
同
府
典

事
等
を
歴
任
し
、
五
年
五
月
遷
卒
総
長
に
就
任
し
た
．
薩
摩
藩
出
身
者
が
多
く
警
察
畑
を
歩
い
た
こ
と
は
、
つ
と
に
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

安
藤
も
そ
の
一
人
と
し
て
明
治
十
年
代
前
半
ま
で
警
察
内
部
の
要
職
を
歴
任
す
る
．
安
藤
が
警
察
畑
を
歩
む
契
機
を
示
す
資
料
は
今
こ
れ
を
見
出
し

え
な
い
が
、
多
く
の
同
藩
警
察
官
僚
同
様
、
西
郷
隆
盛
、
川
路
利
良
ら
の
引
き
が
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
．
上
述
の
濯
卒
総
長
の
任
命
に
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あ
っ
て
は
、
安
藤
と
と
も
に
川
路
ら
五
人
が
選
ば
れ
て
い
る
。
当
初
、
警
察
制
度
の
集
権
化
は
司
法
省
に
よ
っ
て
主
導
さ
れ
た
。
五
年
八
月
の
警
保

寮
の
設
置
が
そ
れ
で
あ
る
。
警
保
寮
職
制
章
程
が
そ
の
第
二
条
に
謳
う
よ
う
に
、
同
寮
設
置
の
目
的
は
「
国
中
ヲ
安
静
ナ
ラ
シ
メ
人
民
ヲ
健
康
シ
保

護
ス
ル
為
メ
」
で
あ
り
、
こ
こ
に
行
政
警
察
の
萌
芽
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
．
こ
の
改
革
に
伴
い
、
濯
卒
総
長
川
路
利
良
ら
警
保
助
兼
大
警
視
に
、

そ
し
て
安
藤
も
警
保
助
に
任
命
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
警
察
官
僚
が
結
集
し
、
一
政
治
勢
力
と
し
て
活
動
す
る
の
は
、
明
治
六
年
十
一
月

の
内
務
省
の
設
置
を
待
た
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
司
法
と
行
政
の
分
離
を
め
ざ
し
て
、
警
察
機
構
の
司
法
省
か
ら
の
独
立
を
同
時
に
意
味

す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
警
察
行
政
の
司
法
機
関
か
ら
の
分
離
は
、
欧
州
視
察
よ
り
帰
朝
し
た
川
路
に
よ
り
強
力
に
進
め
ら
れ
た
．
フ
ラ
ン

ス
警
察
制
度
を
範
と
し
た
川
路
の
「
建
議
草
案
」
に
は
、
あ
る
べ
き
行
政
警
察
体
制
の
青
写
真
が
描
か
れ
、
大
久
保
の
内
務
省
設
置
を
背
景
と
し

て
、
東
京
警
視
庁
の
創
設
を
も
っ
て
具
体
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
川
路
の
め
ざ
す
行
政
警
察
と
は
、
全
国
警
察
権
の
集
中
と
国
事
警
察
機
能
の
充
実

を
旨
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
明
治
七
年
一
月
，
太
政
官
第
六
号
達
に
よ
り
職
制
及
び
事
務
章
程
が
布
告
さ
れ
た
同
庁
は
、
川
路
を
中
心
に
薩
摩
出

身
の
警
察
官
僚
の
牙
城
と
し
て
一
大
勢
力
に
発
展
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
間
に
発
生
し
た
明
治
六
年
の
政
変
は
、
警
保
寮
内
の
征
韓
派
、
す
な
わ
ち

西
郷
と
進
退
を
共
に
し
た
坂
元
純
煕
ら
薩
閥
警
察
官
僚
の
下
野
を
も
た
ら
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
お
よ
そ
千
名
の
遷
卒
が
脱
落
し
、
山
口
、
東
京
、

白
河
な
ど
各
地
か
ら
二
千
人
の
巡
査
が
新
た
に
補
充
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
．
従
っ
て
、
東
京
警
視
庁
は
、
上
層
部
こ
そ
薩
摩
閥
が
主
流
派
を
形
成
し

て
い
た
が
、
こ
の
底
辺
に
あ
っ
て
は
、
む
し
ろ
他
府
県
出
身
者
が
以
前
に
ま
し
て
増
加
し
た
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
．
維
新
警
察
は
、
こ

の
後
士
族
の
反
乱
に
備
え
る
た
め
、
西
南
の
役
を
挟
ん
で
軍
事
的
機
能
を
著
し
く
強
化
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
．
東
京
警
視
庁
は
、
そ
の
た
め
一
時

内
務
省
警
視
局
に
統
合
さ
れ
る
が
、
再
び
十
四
年
初
頭
に
は
、
自
由
民
権
時
代
の
要
請
に
応
え
る
べ
く
、
警
視
庁
と
し
て
再
置
さ
れ
る
の
で
あ
る
．

以
上
の
如
き
維
新
警
察
の
形
成
過
程
に
お
い
て
、
警
察
官
僚
は
如
何
な
る
意
識
を
も
ち
、
如
何
に
行
動
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
．
薩
閥
警
察
官
僚
安
藤

の
足
跡
を
辿
る
こ
と
に
よ
り
、
か
か
る
疑
問
に
一
定
の
回
答
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
安
藤
は
、
東
京
府
時
代
よ
り
警
察
畑
を
歩
み
、

警
察
内
薩
摩
閥
の
形
成
に
一
定
の
影
響
を
与
え
る
と
と
も
に
、
行
政
・
司
法
両
警
察
分
野
に
お
い
て
、
現
場
重
視
の
捜
査
方
針
を
確
立
し
た
．
そ
の

姿
勢
は
、
と
き
と
し
て
捜
査
の
行
き
過
ぎ
を
生
み
、
政
府
首
脳
を
悩
ま
せ
る
結
果
と
な
っ
た
が
、
こ
れ
は
あ
る
意
味
で
は
、
形
成
期
の
警
察
制
度
が

抱
え
た
矛
盾
を
体
現
し
た
と
み
る
こ
と
も
で
き
よ
う
．
「
行
政
警
察
」
、
「
政
治
警
察
」
、
そ
し
て
「
国
事
警
察
」
と
い
っ
た
概
念
は
、
主
と
し
て
川
路

に
よ
り
主
張
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
多
く
現
場
に
あ
っ
て
そ
の
実
践
に
あ
た
っ
た
の
は
安
藤
ら
薩
閥
官
僚
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
．
安
藤
は
、

そ
の
在
任
中
二
つ
の
大
き
な
事
件
に
遭
遇
し
た
。
一
つ
は
、
参
議
広
沢
真
臣
の
暗
殺
事
件
で
あ
り
、
今
一
つ
は
か
の
藤
田
組
贋
札
事
件
で
あ
る
．
と

も
に
、
明
治
初
年
に
お
け
る
大
難
獄
事
件
で
あ
っ
て
、
捜
査
当
局
の
み
な
ら
ず
、
維
新
政
府
を
大
い
に
震
憾
さ
せ
た
．
両
事
件
と
も
、
安
藤
は
捜
査

主
任
と
し
て
事
件
解
明
に
当
た
っ
て
い
る
．
前
者
が
政
府
高
官
の
暗
殺
事
件
で
あ
り
、
ま
た
後
者
が
政
府
高
官
の
汚
職
事
件
と
あ
っ
て
、
事
件
処
理

の
過
程
は
政
治
的
色
彩
を
帯
び
ず
に
は
置
か
な
か
っ
た
．
前
者
の
処
理
に
つ
い
て
は
、
依
然
捜
査
機
関
が
多
元
的
段
階
に
あ
り
、
不
可
避
的
に
高
度

3
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の
政
治
的
調
整
を
必
要
と
し
た
．
ま
た
後
者
の
場
合
は
、
露
骨
な
政
府
の
干
渉
を
経
験
し
た
．
紆
余
曲
折
す
る
捜
査
過
程
に
あ
っ
て
、
し
だ
い
に
安

藤
は
主
体
性
を
確
立
し
、
政
治
的
介
入
か
ら
警
察
機
構
を
守
る
た
め
に
も
川
路
を
理
論
的
支
柱
と
し
た
薩
閥
警
察
を
生
み
出
す
こ
と
に
な
る
．
こ
の

過
程
に
あ
っ
て
、
安
藤
は
直
情
径
行
型
の
強
引
な
警
察
官
僚
と
い
う
芳
し
く
な
い
評
価
を
得
る
が
、
そ
の
捜
査
方
針
や
捜
査
活
動
が
当
時
の
水
準
に

お
い
て
妥
当
な
も
の
で
あ
る
か
否
か
は
、
次
章
以
下
に
お
い
て
検
討
し
た
捜
査
関
係
資
料
が
つ
ぶ
さ
に
物
語
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
中
原
英
典
「
中
警

視
安
藤
則
命
の
二
つ
の
上
申
書
（
一
）
」
、
『
警
察
研
究
』
第
四
二
巻
第
十
一
号
、
鈴
木
藍
堂
『
大
警
視
川
路
利
良
』
、
『
法
規
分
類
大
全
』
警
察
門
、
『
警

視
庁
史
』
明
治
編
、
昭
和
三
十
四
年
、
中
和
印
刷
、
大
日
方
純
夫
「
警
察
と
民
衆
（
2
）
ー
川
路
利
良
、
ヨ
ー
・
ッ
パ
ヘ
」
、
『
法
学
セ
ミ
ナ
ー
』
第
三

三
六
号
、
『
公
文
録
』
壬
申
十
月
司
法
省
伺
一
、
「
警
保
寮
職
制
並
東
京
番
人
規
則
」
、
大
久
保
利
謙
『
明
治
国
家
の
形
成
』
、
昭
和
六
十
一
年
、
吉
川

弘
文
館
、
『
内
務
省
史
』
第
二
巻
等
参
照
）
．

4

二
、
事
件
の
経
過
と
安
藤
の
対
応

　
広
沢
参
議
の
横
死
事
件
は
、
明
治
二
年
正
月
の
横
井
小
楠
、
同
年
九
月
の
大
村
益
次
郎
兵
部
大
輔
に
続
く
政
府
高
官
襲
撃
事
件
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

前
年
の
山
口
藩
兵
騒
擾
事
件
等
反
政
府
運
動
の
一
貫
と
し
て
、
明
治
新
政
府
を
大
い
に
震
憾
さ
せ
た
。
事
件
発
生
当
日
、
間
髪
を
入
れ
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

太
政
官
が
「
諸
官
員
、
宮
華
族
家
人
、
陪
從
ノ
者
、
並
府
藩
縣
士
族
卒
及
私
塾
生
徒
其
他
末
々
迄
一
々
遂
吟
味
」
な
る
厳
重
な
布
告
を
発

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

し
た
こ
と
は
、
政
府
首
脳
の
並
々
な
ら
ぬ
危
機
感
の
現
れ
で
あ
ろ
う
．

　
最
初
に
現
場
に
急
行
し
た
の
は
、
渡
辺
昇
、
長
沼
東
夫
ら
弾
正
台
の
官
人
で
あ
っ
た
．
こ
の
と
き
、
弾
正
台
は
、
前
年
五
月
の
弾
例
改

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

正
に
よ
り
権
限
を
一
部
縮
少
さ
れ
て
い
た
と
は
い
え
、
依
然
広
範
な
捜
査
権
を
具
備
し
て
い
た
と
言
っ
て
よ
い
．
一
方
、
そ
れ
ま
で
弾
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

台
と
の
間
に
権
限
紛
争
を
く
り
返
し
て
き
た
刑
部
省
も
、
事
件
に
多
大
の
関
心
を
示
し
た
．
通
報
を
受
け
た
刑
部
大
輔
佐
々
木
高
行
は
、

こ
の
と
き
参
議
を
も
兼
任
し
て
い
た
が
、
直
ち
に
現
場
に
急
行
、
参
内
報
告
後
、
出
省
し
て
捜
査
を
指
揮
し
た
．
同
事
件
は
、
初
動
捜
査

の
段
階
か
ら
手
掛
か
り
に
欠
け
、
佐
々
木
の
手
記
に
ょ
れ
ば
、
「
何
分
長
州
藩
ノ
者
ヨ
リ
ノ
仕
業
ナ
ル
ベ
シ
ト
ノ
事
ニ
テ
、
其
子
細
ハ
、

昨
年
山
ロ
ノ
内
飢
ニ
テ
首
謀
ト
見
込
ノ
者
数
人
斬
罪
二
及
ヒ
タ
ル
ハ
、
専
ラ
廣
澤
ノ
指
揮
ト
申
ス
風
闘
ナ
リ
、
且
小
倉
人
モ
殊
ノ
外
廣
澤
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ヲ
悪
ミ
タ
ル
事
ア
リ
彼
是
二
付
、
長
州
ノ
脱
徒
ノ
仕
業
ト
ノ
風
聞
ナ
リ
、
肥
後
人
モ
頑
固
ノ
義
ハ
同
意
ト
ノ
事
ナ
リ
、
夫
レ
ニ
付
、
大
樂

源
太
郎
・
富
永
有
隣
杯
ハ
、
彼
ノ
長
州
ノ
暴
挙
ノ
首
謀
人
ノ
見
込
ニ
テ
、
則
脱
走
ノ
者
ナ
リ
、
此
爾
人
杯
、
諸
藩
へ
潜
伏
シ
テ
同
志
ヲ
語

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

ノ
風
聞
ニ
テ
、
廣
澤
ノ
事
件
ヨ
リ
一
層
厳
敷
探
索
セ
リ
」
等
々
の
風
説
が
絶
え
な
か
っ
た
．

　
騒
擾
事
件
の
探
索
に
あ
た
っ
て
は
、
当
時
複
数
の
官
司
が
交
錯
し
た
権
限
を
付
与
さ
れ
て
い
た
．
従
っ
て
、
太
政
官
は
兵
部
省
、
東
京

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

府
に
対
し
て
も
捜
査
、
警
備
に
関
し
布
達
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
東
京
府
第
一
大
区
に
お
い
て
取
調
べ
を
担
当
し
た
の
が
権
少
属
安
藤

　
　
　
　
（
8
）

則
命
で
あ
っ
た
。
安
藤
が
本
格
的
に
捜
査
に
着
手
し
た
の
は
、
同
年
四
月
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
の
間
、
捜
査
は
主
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

て
弾
正
台
を
中
心
に
進
め
ら
れ
た
が
、
初
動
捜
査
に
予
断
を
挟
ん
だ
こ
と
か
ら
担
当
官
が
処
分
さ
れ
る
な
ど
、
捜
査
は
混
乱
し
た
．

　
安
藤
は
、
世
上
の
風
評
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
事
件
現
場
へ
の
回
帰
を
指
向
し
、
広
沢
の
妾
、
福
井
か
ね
と
同
家
家
令
起
田
正
一

を
拘
引
し
て
、
取
調
べ
た
．
安
藤
の
手
に
な
る
尋
問
調
書
の
一
部
は
、
現
在
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
『
大
木
喬
任
文
書
』
の

　
　
　
　
　
（
1
0
）

中
に
見
出
さ
れ
る
。
そ
の
概
要
を
左
に
お
い
て
逐
次
検
討
し
て
み
ょ
う
。

　
同
文
書
中
に
み
え
る
「
明
治
八
年
乙
亥
一
月
八
目
、
辛
未
一
月
八
日
廣
澤
故
参
議
横
死
事
件
二
付
探
索
取
調
手
績
書
」
は
、
中
警
視
安

藤
よ
り
政
府
に
提
出
さ
れ
た
同
事
件
捜
査
の
中
間
報
告
書
で
あ
る
．
同
資
料
は
、
す
べ
て
警
視
庁
用
箋
に
認
め
ら
れ
た
も
の
で
、
事
件
発

生
か
ら
四
年
間
に
及
ん
だ
捜
査
、
糾
間
の
過
程
が
克
明
に
記
載
さ
れ
て
い
る
．
政
府
は
前
年
八
月
、
司
法
省
に
対
し
捜
査
の
督
促
と
関
係

書
類
の
提
出
を
求
め
た
が
、
同
書
類
は
そ
の
一
貫
と
し
て
警
視
庁
よ
り
大
木
司
法
卿
に
上
申
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
．

　
こ
れ
に
よ
る
と
、
安
藤
は
当
初
よ
り
同
事
件
の
指
揮
を
担
当
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
同
四
年
中
は
主
と
し
て
広
沢
の
妾
福
井
か
ね
の

　
　
　
　
　
（
1
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

徹
底
し
た
取
調
べ
、
そ
し
て
翌
五
年
に
入
る
と
、
か
ね
と
の
密
通
が
明
ら
か
と
な
っ
た
広
沢
家
家
令
起
田
正
一
へ
の
尋
問
に
あ
た
っ
た
．

安
藤
は
、
世
情
い
わ
れ
た
政
治
的
背
景
の
追
及
で
は
な
く
、
痴
情
の
線
か
ら
の
割
り
出
し
を
念
頭
に
お
い
て
捜
査
を
進
め
た
こ
と
が
同
書

類
よ
り
充
分
推
測
さ
れ
る
．
な
お
、
安
藤
に
よ
る
取
調
べ
は
長
期
か
つ
厳
格
を
極
め
、
そ
の
責
問
は
多
く
拷
問
に
よ
り
な
さ
れ
た
こ
と
が

　
　
　
　
　
（
1
3
）

指
摘
さ
れ
て
い
る
．
報
告
書
の
中
で
も
、
被
疑
者
の
供
述
が
絶
え
ず
翻
え
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
こ
の
こ
と
を
暗
示
す
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

5
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し
か
し
．
後
世
安
藤
の
過
酷
な
糾
問
が
事
件
の
決
着
を
困
難
に
し
た
と
の
評
価
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
同
書
類
か
ら
は
当
時
の
警
察
当
局

の
捜
査
が
現
場
重
視
の
見
地
よ
り
合
理
的
に
進
め
ら
れ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
他
の
司
法
機
関
に
ょ
る
や
み
く
も
な
見
込
捜
査
に
比
べ
る

と
、
尋
問
方
法
の
時
代
的
制
約
を
除
け
ば
、
安
藤
の
捜
査
方
針
は
あ
な
が
ち
的
は
ず
れ
な
も
の
と
俄
に
断
定
す
る
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
で

あ
ろ
う
。

　
同
資
料
の
後
半
部
分
に
は
、
明
治
七
年
八
月
に
綿
貫
権
大
警
視
及
び
別
府
大
警
部
よ
り
提
出
さ
れ
た
捜
査
手
順
に
関
す
る
報
告
書
が
収

　
　
　
　
（
M
）

載
さ
れ
て
い
る
．
同
書
類
は
、
「
正
一
儀
大
匠
ニ
テ
申
立
候
口
書
二
、
主
人
寝
間
上
ノ
間
へ
初
メ
立
入
、
夫
ヨ
リ
寝
間
境
ノ
襖
ヲ
明
ケ
首

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
15
）

筋
ヨ
リ
ロ
ノ
辺
へ
掛
ケ
切
付
候
旨
申
立
候
趣
ト
、
死
骸
ノ
疵
所
英
晴
検
察
シ
テ
申
立
候
趣
ト
是
又
合
致
シ
」
と
か
、
「
力
子
儀
主
人
ノ
側

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

二
居
ナ
カ
ラ
無
疵
ニ
テ
ハ
不
都
合
二
有
之
候
ト
テ
、
正
一
ノ
下
知
二
依
リ
刺
刀
ヲ
以
テ
自
ラ
疵
付
候
」
等
々
の
事
実
が
指
摘
さ
れ
、
捜
査

陣
の
意
欲
的
取
組
み
を
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
．

　
ま
た
、
同
書
類
に
は
、
そ
の
後
司
法
省
、
裁
判
所
当
局
が
行
っ
た
審
理
へ
の
現
場
捜
査
官
と
し
て
の
不
満
が
記
さ
れ
て
い
て
興
味
深
い
。

綿
貫
ら
も
、
安
藤
同
様
、
そ
の
後
の
裁
判
所
の
被
告
釈
放
に
対
し
、
「
勅
命
モ
有
之
候
至
重
之
囚
人
ヲ
シ
テ
黒
白
判
断
結
審
二
不
至
解
放

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
η
）

ノ
議
定
相
成
候
儀
．
何
レ
ノ
見
込
二
可
有
之
哉
、
實
二
裁
判
官
ノ
庭
分
ト
モ
不
被
存
儀
ト
一
同
疑
惑
致
シ
居
候
事
」
と
手
厳
し
い
非
難
を

投
げ
か
け
て
い
る
．
こ
れ
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
単
に
捜
査
を
め
ぐ
る
権
限
紛
争
に
倭
小
化
さ
れ
る
べ
ぎ
こ
と
が
ら
で
は
な
く
、
む
し

ろ
司
法
省
の
事
実
追
及
へ
の
政
治
的
配
慮
に
対
す
る
現
場
か
ら
の
憤
り
を
示
す
事
実
と
し
て
受
け
と
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
B
）

　
当
時
の
警
察
制
度
が
往
々
に
し
て
軍
事
的
機
能
を
併
せ
も
ち
、
捜
査
が
極
め
て
強
制
的
で
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
が
、
捜
査
手

続
き
そ
の
も
の
は
至
極
適
切
で
あ
っ
た
如
く
思
考
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
安
藤
ら
の
懸
命
の
捜
査
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
事
件
発
生
後
一
月
以
上
が
経
過
し
て
も
依
然
犯
人
の
手
掛
か
り
は
つ
か
め
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
B
）

な
か
っ
た
．
そ
し
て
、
同
年
二
月
二
十
五
日
に
は
、
「
其
天
下
二
令
シ
厳
二
捜
索
セ
シ
メ
賊
ヲ
必
獲
二
帰
セ
ど
と
の
異
例
の
詔
書
が
下

賜
さ
れ
て
い
た
．

6
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一
方
、
弾
正
台
、
刑
部
省
側
も
独
自
に
犯
人
探
索
を
進
め
て
い
た
．
両
官
司
は
明
治
四
年
七
月
の
司
法
省
創
設
に
よ
り
、
廃
止
と
同
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

に
ほ
ぼ
す
べ
て
の
所
轄
事
務
を
同
省
へ
移
管
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
事
件
発
生
よ
り
三
年
以
上
を
経
過
し
た
同
七
年
八
月
、
聖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
21
）

上
よ
り
宮
内
省
を
通
じ
、
司
法
省
に
捜
査
の
中
間
報
告
が
求
め
ら
れ
た
。
こ
の
際
同
省
よ
り
提
出
せ
ら
れ
た
一
括
書
類
の
中
に
、
そ
れ
ま

で
の
司
法
当
局
の
捜
査
の
ほ
ぼ
全
容
が
示
さ
れ
て
い
た
と
言
っ
て
よ
い
。
奉
呈
さ
れ
た
報
告
書
に
は
、
凡
そ
一
貫
し
て
「
故
参
議
殿
事
件

モ
豫
メ
草
葬
二
深
ク
注
意
候
処
、
庚
午
辛
未
ノ
際
征
韓
ノ
論
、
又
ハ
草
葬
輩
御
採
用
之
ア
ル
ヘ
シ
ト
ノ
云
々
、
其
他
種
々
ノ
建
白
ス
ル
者

ア
リ
ト
相
聞
へ
、
因
テ
草
葬
輩
二
親
シ
ク
交
リ
ヲ
結
ヒ
、
征
韓
ノ
事
及
ヒ
百
事
洞
察
ス
ル
ニ
、
畢
寛
征
韓
論
二
名
義
假
リ
其
實
國
髄
ヲ
恢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

復
シ
廟
議
ヲ
一
攣
ス
ル
ノ
陰
謀
二
是
ア
リ
」
と
の
視
点
が
認
め
ら
れ
る
．

　
そ
の
結
果
、
捜
査
の
範
囲
は
き
わ
め
て
広
範
囲
に
わ
た
る
こ
と
と
な
っ
た
。
と
り
わ
け
、
反
政
府
的
と
目
さ
れ
た
久
留
米
藩
、
熊
本
藩
．

柳
河
藩
内
部
の
危
険
分
子
へ
の
嫌
疑
が
高
ま
っ
た
．
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
司
法
大
検
事
岸
良
兼
養
の
報
告
書
に
は
左
の
如
く
捜
査
の
概
要

　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
去
ル
明
治
庚
午
ノ
秋
ヨ
リ
辛
未
春
ノ
初
ノ
頃
ロ
ニ
ハ
、
西
辺
殊
二
穏
ヤ
カ
ナ
ラ
ス
、
久
留
米
藩
ニ
ハ
方
サ
ニ
暴
襲
ノ
勢
ヲ
為
シ
、
輩
下
ニ
ハ
草
葬
不
逞

　
ノ
輩
四
集
シ
放
火
或
ヒ
ハ
謀
殺
等
種
々
ノ
陰
企
之
レ
ア
リ
、
此
際
在
東
京
柳
川
藩
下
旧
祠
官
廣
田
彦
麿
ノ
許
二
同
藩
士
族
江
口
瀬
兵
衛
、
久
保
田
國
彦

　
ヨ
リ
ノ
来
書
中
二
、
時
事
不
容
易
議
ヲ
認
メ
有
之
、
右
書
状
東
京
二
至
リ
テ
柳
川
藩
留
守
居
某
ノ
手
二
落
ツ
、
依
テ
之
ヲ
熊
本
藩
米
田
虎
雄
取
次
キ
、

　
廣
澤
故
参
議
ノ
手
許
二
出
セ
シ
ハ
、
実
二
辛
未
正
月
八
日
早
朝
ノ
コ
ト
ナ
リ
、
然
ル
ニ
此
事
外
露
セ
シ
ナ
ラ
ン
不
逞
ノ
徒
是
ヨ
リ
互
二
深
ク
廣
沢
故
参

　
議
ノ
其
陰
謀
ヲ
知
ラ
ル
ル
ヲ
恐
レ
、
遂
二
其
徒
等
事
ヲ
急
遽
二
発
シ
、
同
夜
直
二
刃
ヲ
故
参
議
ニ
ツ
キ
サ
シ
、
其
書
ヲ
奪
還
シ
外
洩
ノ
路
ヲ
絶
タ
ル
ト

　
し
か
る
に
、
こ
う
し
た
捜
索
も
多
く
は
所
謂
見
込
み
捜
査
の
域
を
出
ず
、
立
件
の
可
能
性
は
極
め
て
低
い
も
の
で
あ
っ
た
．
一
括
書
類

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

の
中
で
は
、
こ
の
他
丸
山
作
楽
や
大
隈
重
信
へ
の
疑
惑
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
弾
正
台
、
刑
部
省
、
司
法
省
、
各
時
代
各
段
階
に
お
け
る

捜
査
に
は
、
被
害
者
が
政
府
高
官
と
あ
っ
て
、
反
政
府
分
子
の
中
に
首
謀
者
を
求
め
よ
う
と
す
る
一
定
の
予
断
を
看
取
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
あ
る
。

　
該
事
件
は
結
局
、
四
年
余
が
経
過
し
て
も
依
然
有
力
な
容
疑
者
を
摘
発
す
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
明
治
七
年
九
月
七
日
の
司
法
省
布

7
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達
に
も
、
「
過
ル
明
治
四
年
賊
徒
故
廣
澤
参
議
ヲ
殺
害
二
及
ビ
候
儀
、
達
天
聴
深
ク
御
震
怒
被
為
在
、
其
節
詔
書
ヲ
以
テ
、
右
賊
徒
ヲ
必

獲
二
期
ス
ベ
キ
旨
御
沙
汰
有
之
、
而
後
四
年
ヲ
経
ル
ト
錐
ド
モ
未
ダ
捕
獲
二
不
至
、
實
二
不
相
濟
儀
ニ
テ
、
朝
憲
ノ
不
相
立
ル
次
第
二
付
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
25
）

今
一
層
厳
密
捜
索
ヲ
遂
ゲ
、
右
賊
徒
ヲ
速
二
捕
獲
致
シ
候
様
可
致
候
條
、
此
旨
布
達
候
コ
ト
」
と
み
え
て
い
る
．

　
捜
査
が
所
期
の
実
効
を
挙
げ
え
な
か
っ
た
背
景
と
し
て
は
．
す
で
に
ふ
れ
た
よ
う
な
複
数
機
関
に
よ
る
捜
査
権
の
交
錯
が
指
摘
で
き
よ

う
。
明
治
五
年
以
降
、
同
事
件
捜
査
を
め
ぐ
り
東
京
府
と
司
法
省
と
の
権
限
紛
争
が
表
面
化
し
、
安
藤
ら
東
京
府
警
察
当
局
の
背
後
に
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

る
参
議
西
郷
隆
盛
が
、
事
態
収
拾
に
乗
り
出
し
た
こ
と
は
、
左
の
書
簡
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。

　
陳
ば
司
法
省
よ
り
六
匿
に
支
局
相
持
、
裁
判
局
え
も
出
席
致
す
賦
と
相
見
得
候
付
、
右
様
隻
方
に
相
跨
り
候
て
は
取
締
組
甚
難
渋
の
事
候
間
、
右
様
の

　
時
機
相
成
候
は
ば
、
全
取
締
組
は
其
方
一
ト
向
に
候
て
司
法
省
へ
被
屑
度
．
他
方
と
兼
任
相
成
候
て
は
、
頭
役
も
隻
方
へ
出
来
候
付
、
色
々
苦
情
相
起

　
り
候
儀
は
案
中
に
御
座
候
間
、
東
京
府
へ
御
打
合
相
成
候
て
、
御
取
究
無
之
候
て
は
相
濟
間
敷
段
及
議
論
候
庭
ポ
リ
ス
司
法
省
に
厩
し
候
て
は
不
体
裁

　
の
事
に
付
、
右
様
の
課
に
は
参
り
申
間
敷
と
の
事
に
て
、
明
日
由
利
並
貴
兄
の
内
御
用
申
来
候
筈
と
奉
存
候
付
、
其
心
得
を
以
委
敷
御
取
調
被
下
度
．

　
し
か
し
、
同
年
四
月
下
旬
以
降
、
開
明
派
官
僚
の
代
表
と
も
い
え
る
江
藤
新
平
が
司
法
卿
に
就
任
す
る
と
、
八
月
羅
卒
の
司
法
省
警
保

寮
へ
の
移
管
が
推
進
さ
れ
、
こ
れ
に
伴
う
確
執
も
活
発
化
し
た
。
す
で
に
安
藤
が
同
事
件
の
主
犯
と
認
定
し
た
起
田
は
、
同
年
四
月
司
法

省
に
送
致
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
審
理
を
め
ぐ
り
、
な
お
移
行
期
の
司
法
機
関
内
部
に
お
い
て
対
立
が
繰
り
返
さ
れ
た
。

　
（
1
）
　
山
口
藩
兵
騒
擾
事
件
は
、
脱
徒
隊
の
藩
及
び
政
府
に
対
す
る
反
抗
で
あ
り
、
木
一
尺
広
沢
ら
が
収
拾
に
奔
走
し
た
．
同
事
件
の
峻
厳
な
処
罰

　
　
は
、
広
沢
事
件
の
伏
線
と
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
（
同
事
件
に
つ
い
て
は
、
前
掲
『
目
本
政
治
裁
判
史
録
、
明
治
・
前
』
、
『
公
文
録
』
、
「
庚
午
、

　
　
山
口
藩
隊
卒
騒
擾
始
末
」
等
参
照
）
。

　
（
2
）
　
明
治
四
年
一
月
九
日
付
『
太
政
官
日
誌
』
。

　
（
3
〉
　
明
治
四
年
二
月
十
八
日
付
伊
藤
博
文
宛
木
戸
孝
允
書
簡
に
は
、
「
正
月
八
日
広
沢
参
議
横
死
一
条
、
弟
も
神
戸
に
着
之
上
突
然
此
事
を
承
知
い

　
　
た
し
只
荘
然
、
時
移
り
刻
移
り
段
々
事
実
を
得
実
に
残
慨
悲
切
に
堪
へ
不
申
．
同
氏
も
昨
冬
来
別
而
奮
励
東
京
等
之
取
締
も
余
程
相
任
し
尽
力
仕
居

　
　
候
処
、
如
此
之
次
第
何
と
も
遺
恨
千
万
に
御
座
候
．
」
と
み
え
て
い
る
（
『
伊
藤
博
文
関
係
文
書
』
四
、
二
〇
二
頁
－
二
〇
三
頁
）
。

　
（
4
）
　
明
治
三
年
五
月
七
日
、
「
新
弾
例
」
が
制
定
さ
れ
、
一
部
権
限
の
縮
小
が
な
さ
れ
た
（
『
法
規
分
類
大
全
』
官
職
門
（
2
）
等
参
照
）
．
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（
5
）
　
刑
部
省
と
の
権
限
紛
争
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
佐
々
木
刑
部
大
輔
の
日
記
に
詳
し
い
（
『
保
古
飛
呂
比
』
四
、
一
六
一
頁
V
．

（
6
）
　
『
保
古
飛
呂
比
』
五
、
五
頁
i
六
頁
。

（
7
）
　
『
公
文
録
』
「
廣
澤
参
議
へ
深
手
為
負
逃
去
候
賊
探
索
補
縛
ノ
儀
御
沙
汰
書
並
東
京
府
鰯
」
（
「
辛
未
、
廣
澤
参
議
暗
殺
始
末
一
」
）
。

（
8
）
　
明
治
初
年
の
警
察
機
構
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
主
と
し
て
『
警
視
聴
史
稿
巻
之
一
』
一
頁
－
二
八
頁
参
照
．
安
藤
の
履
歴
に
つ
い
て
は
、
『
警

視
庁
史
・
明
治
編
』
二
九
頁
以
下
（
昭
和
三
十
四
年
版
）
参
照
．

（
9
）
　
明
治
四
年
三
月
二
十
三
日
、
弾
正
台
小
巡
察
長
沼
東
夫
ら
捜
査
関
係
者
が
免
職
等
の
処
分
を
受
け
た
が
、
そ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
は
前
掲
田

　
中
論
文
、
二
五
七
頁
ー
二
五
八
頁
参
照
．

（
1
0
）
　
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
『
大
木
喬
任
文
書
』
、
「
広
沢
真
臣
参
議
横
死
事
件
二
付
探
索
取
調
手
続
書
類
」
．

（
1
1
×
12
）
　
広
沢
と
福
井
、
及
び
広
沢
と
起
田
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
前
掲
尾
佐
竹
『
法
窓
秘
聞
』
、
九
三
頁
－
九
四
頁
に
詳
し
い
。

（
1
3
）
　
広
沢
事
件
は
、
明
治
初
年
に
お
け
る
拷
問
の
事
例
と
し
て
つ
と
に
有
名
で
あ
り
、
前
年
末
頒
布
を
み
た
新
律
綱
領
の
拷
問
規
定
を
明
ら
か
に
無

　
視
し
て
お
り
（
手
塚
豊
『
明
治
刑
法
史
の
研
究
（
下
）
』
、
昭
和
六
十
一
年
、
慶
鷹
通
信
、
十
頁
－
十
四
頁
、
前
掲
尾
佐
竹
『
明
治
秘
史
・
疑
獄
難
獄
』
．

　
二
八
頁
－
三
一
頁
）
、
そ
の
意
味
で
は
違
法
な
取
り
調
べ
と
言
え
る
。

（
14
）
　
綿
貫
ら
が
報
告
書
を
ま
と
め
た
の
は
、
す
で
に
内
務
省
が
創
設
さ
れ
、
明
治
七
年
二
月
の
「
東
京
警
視
庁
職
制
章
程
並
諸
規
則
」
の
制
定
公
布

　
に
よ
り
、
行
政
警
察
制
度
が
確
立
し
つ
つ
あ
っ
た
頃
で
あ
る
（
『
内
務
省
史
』
第
二
巻
、
昭
和
五
十
六
年
、
原
書
房
、
五
七
八
頁
ー
五
七
九
頁
）
．

（
1
5
）
（
16
）
（
1
7
）
　
前
掲
『
大
木
喬
任
文
書
』
。

（
18
）
　
岩
井
忠
熊
「
軍
事
・
警
察
機
構
の
確
立
」
（
『
岩
波
講
座
・
日
本
歴
史
　
近
代
2
』
、
昭
和
五
十
五
年
）
一
八
六
頁
ー
一
八
七
頁
、
山
元
一
雄
『
目

　
本
警
察
史
・
全
』
（
昭
和
九
年
、
松
華
堂
書
店
）
参
照
。

（
1
9
）
　
『
明
治
天
皇
紀
』
第
二
、
四
一
七
頁
。

（
2
0
）
　
『
法
規
分
類
大
全
』
刑
法
門
（
1
）
、
五
頁
．

（
2
1
）
　
『
公
文
録
』
明
治
七
年
八
月
司
法
省
伺
「
故
廣
澤
参
議
殺
害
及
候
者
探
索
捕
獲
ノ
条
」
。

（
2
2
）
（
2
3
）
（
盟
）
　
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
『
三
條
家
文
書
』
、
「
広
沢
真
臣
暗
殺
関
係
書
類
（
一
）
」
．

（
25
）
　
司
法
省
布
達
第
二
十
一
号
。

（
2
6
）
　
『
大
西
郷
全
集
』
第
二
巻
、
六
〇
五
頁
ー
六
〇
六
頁
．
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三
、
安
藤
と
司
法
省

　
安
藤
を
中
心
と
す
る
東
京
府
第
一
大
区
捜
査
陣
は
、
明
治
五
年
四
月
十
三
日
、
起
田
正
一
を
広
沢
参
議
殺
害
容
疑
者
と
し
て
司
法
省
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

送
検
し
た
．
同
日
付
け
の
東
京
裁
判
所
に
対
す
る
訴
状
は
、
前
出
の
『
大
木
喬
任
文
書
』
の
中
に
見
出
さ
れ
る
．
同
資
料
に
は
．
「
第
一

大
区
役
所
取
調
之
口
書
」
な
る
書
類
（
警
視
庁
用
箋
）
が
添
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
広
沢
の
妾
か
ね
と
密
通
し
て
い
た
起
田
が
、

主
人
広
沢
を
殺
害
す
る
に
及
ん
だ
動
機
、
経
過
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
．

　
そ
れ
に
ょ
る
と
、
起
田
は
前
年
十
二
月
に
も
主
人
殺
害
を
計
画
し
た
が
、
未
遂
に
終
っ
た
事
実
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

件
当
夜
の
様
子
に
つ
い
て
も
克
明
に
自
白
し
て
お
り
、
犯
行
現
場
に
お
い
て
「
主
人
真
臣
首
筋
ヨ
リ
ロ
之
辺
二
掛
切
付
候
」
等
々
生
々
し

い
犯
行
の
模
様
を
供
述
し
て
い
る
。

　
同
訴
状
に
は
、
起
田
の
容
疑
事
実
、
背
景
及
び
所
持
品
に
つ
い
て
詳
細
に
記
載
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
水
準
と
し
て
は
き
わ
め
て
整
っ

た
一
件
書
類
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。
尋
問
過
程
に
拷
問
等
の
過
酷
な
取
り
調
べ
が
な
さ
れ
た
と
は
い
え
、
立
証
作
業
そ
の
も
の
は

け
っ
し
て
杜
撰
な
も
の
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
ま
も
な
く
、
司
法
省
裁
判
所
に
お
い
て
、
起
田
に
対
し
、
裁
判
長
松
本
暢
権
大
判
事
、
係
り
判
事
玉
乃
世
履
権
大
判
事
及
び
大
塚
正
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

権
少
判
事
ら
に
ょ
る
第
一
回
の
審
理
が
行
わ
れ
た
。
起
田
は
当
初
、
警
察
に
お
け
る
供
述
内
容
を
繰
り
返
し
て
い
た
が
、
ま
も
な
く
、
従

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

来
の
供
述
は
拷
問
に
堪
え
か
ね
た
結
果
の
強
制
的
自
白
で
あ
っ
た
と
言
を
翻
え
し
た
。
裁
判
所
側
は
な
お
も
起
田
を
追
及
し
た
が
、
確
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

る
供
述
を
得
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
裁
判
所
は
東
京
府
側
に
証
拠
不
十
分
の
旨
を
伝
え
、
再
考
を
促
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、
安
藤
は
司
法
省
側
こ
そ
糾
問
不
十
分
で
あ
る
と
し
て
、
後
ろ
楯
の
西
郷
を
通
じ
太
政
官
に
そ
の
旨
上
申
し
た
の
で
あ

　
（
6
）

っ
た
．
そ
の
結
果
、
同
年
八
月
、
新
た
に
阪
本
政
均
権
中
判
事
を
中
心
に
、
有
島
少
判
事
、
安
藤
権
少
属
、
横
山
検
事
ら
に
よ
る
取
り
調

べ
を
再
開
し
た
．
こ
の
際
の
審
理
を
め
ぐ
っ
て
は
、
『
大
木
文
書
』
の
中
に
判
事
、
検
事
、
警
察
官
三
者
に
ょ
る
問
答
を
克
明
に
記
し
た

10
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（
7
）

多
く
の
書
類
が
散
見
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
警
察
側
が
証
拠
の
一
つ
と
し
た
賊
の
足
跡
に
つ
い
て
は
、
「
賊
之
足
跡
ト
申
立
又
自
身
之

仕
業
ト
白
状
之
末
、
又
翻
言
二
及
ビ
候
事
」
を
検
事
が
問
う
た
の
に
た
い
し
、
判
事
は
犯
行
時
の
も
の
と
は
断
定
し
が
た
い
と
し
て
、

「
右
足
跡
ノ
寸
尺
恰
好
等
正
一
ノ
足
跡
二
符
合
致
候
ト
モ
右
ヲ
以
同
人
ノ
仕
業
ト
ハ
難
治
定
見
込
二
候
事
」
と
の
回
答
を
な
し
て
い
る
。

こ
の
他
、
「
密
通
之
事
件
推
問
如
何
之
事
」
、
「
会
計
、
放
蕩
ノ
始
末
推
間
如
何
之
事
」
等
々
の
審
理
が
な
さ
れ
、
安
藤
は
依
然
「
此
者
敢

テ
白
シ
ト
見
切
ル
コ
ト
不
能
、
此
答
ヲ
以
テ
考
レ
ハ
益
不
審
ナ
リ
．
因
テ
是
非
共
黒
黙
ヲ
以
テ
寛
厳
交
々
精
緻
ヲ
尽
ス
ヘ
キ
者
ト
存
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

事
」
と
の
態
度
を
示
し
た
．

　
こ
う
し
た
一
連
の
審
理
に
関
し
、
こ
れ
ま
で
比
較
的
等
閑
に
付
さ
れ
て
い
た
の
は
、
正
院
官
吏
に
よ
る
立
ち
会
い
が
執
行
な
い
し
検
討

さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
政
府
高
官
の
横
死
事
件
と
あ
っ
て
、
政
府
は
当
初
よ
り
詔
書
を
奉
じ
て
事
件
解
決
に
並
々
な
ら
ぬ
取
り
組
み
を
み

せ
、
同
時
に
捜
査
権
の
重
複
に
よ
る
関
係
機
関
相
互
の
権
限
争
議
も
手
伝
い
、
事
件
処
理
そ
の
も
の
が
多
分
に
高
度
の
政
治
的
調
整
を
必

要
と
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
以
上
の
措
置
が
検
討
さ
れ
た
も
の
と
思
考
さ
れ
る
．
実
際
、
第
一
回
目
の
審
理
に
は
立
ち
会
い
が
行
わ
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

覆
審
の
際
に
も
検
討
さ
れ
た
こ
と
が
、
左
の
太
政
官
公
文
よ
り
明
白
で
あ
る
。

　
　
十
月
十
九
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
三
十
日
　
武
井
　
谷
森

　
大
臣
　
具
視

参
議
　
大
久
保
　
大
隈
　
大
木

庶
務
課
長
　
土
方
　
杉
浦

書
面
司
法
省
ヨ
リ
故
廣
澤
参
議
暗
殺
擬
案
覆
案
儀
二
付
伺
之
趣
、
右
ハ
最
前
起
田
正
一
白
状
之
趣
ハ
全
ク
鞠
問
二
堪
兼
候
ア
マ
リ
柾
屈
妄
言
致
シ
候
儀

ノ
旨
、
其
後
申
立
候
ヨ
リ
疑
案
未
決
今
目
二
及
候
庭
、
此
節
覆
審
決
放
可
致
運
ヒ
ニ
至
候
趣
二
有
之
、
然
ル
慮
右
一
件
糾
弾
ノ
初
発
正
院
ヨ
リ
立
会
之

官
員
被
差
遣
候
二
付
、
此
度
覆
審
ノ
儀
モ
同
様
可
被
仰
付
哉
否
相
伺
候
儀
二
候
得
共
、
最
早
其
儀
二
及
間
敷
事
ト
被
存
候
、
依
之
御
指
令
案
相
伺
候
也

　
御
指
令

伺
之
趣
不
及
立
会
候
事

11
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明
治
六
年
十
月
三
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

　
覆
審
を
終
え
て
も
、
依
然
起
田
ら
の
犯
行
は
立
証
さ
れ
な
か
っ
た
．
そ
こ
で
、
裁
判
所
は
翌
七
年
、
起
田
の
拘
留
を
解
き
、
本
籍
地
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
n
）

お
け
る
親
類
預
け
を
主
張
し
た
が
、
検
事
局
、
警
察
双
方
の
反
発
に
出
会
い
、
再
び
事
態
は
膠
着
し
た
．
安
藤
は
す
で
に
こ
の
と
き
、
司

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

法
省
警
保
寮
中
検
事
か
ら
東
京
警
視
庁
権
大
警
視
に
転
じ
て
い
た
が
、
裁
判
所
の
措
置
に
反
対
す
る
側
の
い
わ
ば
急
先
鋒
で
あ
っ
た
と
い

え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

　
事
件
処
理
を
め
ぐ
る
対
立
は
、
結
局
参
座
制
導
入
を
招
来
し
た
。
橋
口
中
検
事
の
建
議
に
基
づ
き
、
翌
八
年
二
月
、
司
法
省
は
参
座
の

　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

設
置
に
着
手
し
た
。
そ
の
後
、
参
座
規
則
等
の
改
正
を
経
て
、
同
年
三
月
開
廷
の
運
び
と
な
り
、
安
藤
中
警
視
も
綿
貫
権
中
警
視
を
伴
い

出
廷
し
た
。
同
年
六
月
の
審
理
に
お
い
て
は
、
原
告
官
安
藤
に
よ
り
被
告
起
田
の
容
疑
が
厳
し
く
論
告
さ
れ
た
．
安
藤
は
終
始
起
田
の
有

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

罪
を
主
張
し
た
が
、
結
局
同
年
七
月
十
三
日
、
参
座
投
票
は
起
田
の
無
罪
を
結
果
し
た
．

　
当
時
と
し
て
は
、
き
わ
め
て
緻
密
な
取
り
調
べ
と
果
敢
な
立
証
活
動
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
安
藤
ら
の
主
張
が
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
点
に

つ
い
て
、
尾
佐
竹
博
士
は
、
結
局
司
法
省
を
含
め
政
府
首
脳
に
広
沢
暗
殺
を
反
政
府
運
動
に
結
び
つ
け
た
い
と
の
思
惑
が
存
在
し
た
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
一
貫
し
て
痴
情
関
係
を
主
張
し
た
安
藤
ら
の
主
張
が
退
け
ら
れ
た
の
は
、
こ
れ
に
加
え
広
沢
の
名
誉
に
対
す
る
長

州
派
首
脳
の
配
慮
が
あ
っ
た
こ
と
も
ま
た
見
逃
す
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
一
方
、
田
中
時
彦
氏
が
注
目
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
臨
時
裁
判
に
は
、
同
年
初
頭
の
大
阪
会
議
の
政
体
改
革
決
定
を
受
け
て
断
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

さ
れ
た
大
審
院
の
設
置
が
大
き
な
影
響
を
与
え
る
結
果
と
な
っ
た
．
同
改
革
の
う
ち
、
司
法
改
革
に
つ
い
て
は
木
戸
の
主
張
が
色
濃
く
投

　
　
（
1
8
）

影
さ
れ
、
「
大
審
院
章
程
」
は
裁
判
へ
の
司
法
卿
の
直
接
的
干
渉
を
排
除
し
た
。
こ
の
規
定
は
．
左
の
如
く
同
時
進
行
中
の
広
沢
事
件
裁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

判
に
も
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
廣
澤
故
参
議
暗
殺
一
件
糾
弾
之
儀
二
付
先
般
ヨ
リ
参
坐
等
夫
々
被
相
設
、
其
節
右
糾
弾
之
章
程
相
伺
置
候
庭
、
右
章
程
ハ
司
法
省
旧
省
程
難
獄
疑
獄
ハ

　
卿
決
定
ス
ル
ノ
條
件
ヨ
リ
起
リ
、
矢
張
臨
時
裁
判
之
一
部
分
ニ
シ
テ
、
右
裁
判
長
自
ラ
司
法
卿
二
當
り
候
塵
、
今
般
御
定
相
成
候
新
章
程
ニ
ハ
、
司
法
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卿
裁
判
二
干
預
不
致
儀
二
有
之
、
然
ル
塵
前
件
糾
弾
未
タ
半
途
ニ
シ
テ
結
局
二
不
相
成
就
テ
ハ
、
特
別
之
課
ヲ
以
右
］
件
結
局
迄
裁
判
ノ
儀
モ
司
法
卿

二
御
委
任
可
被
仰
付
哉
、
又
ハ
新
章
程
二
擦
リ
、
司
法
卿
ノ
儀
ハ
引
キ
離
シ
、
判
事
ニ
テ
裁
判
可
為
致
哉
、
右
至
急
御
指
令
奉
仰
候
也

八
年
五
月
十
三
目

司
法
卿
　
大
木
喬
任

太
政
大
臣
　
三
條
實
美
殿

伺
之
趣
司
法
卿
ハ
裁
判
二
不
干
預
改
テ
裁
判
可
為
致
事

但
参
座
其
外
ハ
従
前
之
通
可
差
置
事

広沢参議横死事件と安藤則命

　
明
治
八
年
六
月
二
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

　
こ
の
決
定
に
は
、
参
議
と
し
て
板
垣
、
大
木
、
大
久
保
、
大
隈
、
伊
藤
、
寺
島
が
署
名
し
て
お
り
、
政
権
内
部
の
意
思
統
一
を
背
景
と

し
て
、
東
京
警
視
庁
の
背
後
に
あ
る
薩
派
と
木
戸
、
さ
ら
に
は
司
法
省
を
拠
点
と
す
る
肥
前
派
の
妥
協
が
は
か
ら
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
．

安
藤
ら
の
主
張
が
結
果
と
し
て
葬
り
去
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
よ
り
も
、
む
し
ろ
裁
判
過
程
に
ま
で
そ
の
主
張
が
及
ん
だ
こ
と
に
注
目
す
る

べ
き
で
あ
ろ
う
．
安
藤
ら
の
発
言
力
を
保
証
し
た
政
治
的
背
景
に
つ
い
て
は
、
次
章
に
お
い
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
（
1
）
　
同
資
料
は
、
「
明
治
八
年
乙
亥
一
月
八
目
、
一
大
区
並
裁
判
所
取
調
之
外
不
審
之
廉
取
調
所
、
中
警
視
安
藤
則
命
」
な
る
題
名
の
書
類
を
含
み
、

　
　
殺
害
現
場
と
な
っ
た
広
沢
邸
の
詳
細
な
図
面
、
及
び
起
田
に
関
す
る
口
書
が
綴
ら
れ
て
い
る
（
前
掲
『
大
木
喬
任
文
書
』
、
国
会
図
書
館
憲
政
資
料

　
　
室
所
蔵
）
．

　
（
2
）
　
起
田
の
取
り
調
べ
の
経
過
に
つ
い
て
は
、
尾
佐
竹
猛
『
明
治
文
化
史
と
し
て
の
日
本
陪
審
史
』
（
大
正
十
五
年
、
邦
光
堂
書
店
）
、
一
〇
二
頁
以

　
　
下
に
詳
し
い
．

　
（
3
）
　
『
司
法
沿
革
誌
』
に
よ
れ
ば
、
裁
判
長
の
松
本
は
前
年
十
一
月
七
日
付
で
司
法
少
輔
に
就
任
し
て
お
り
、
司
法
省
内
で
は
佐
々
木
に
近
く
、
従

　
　
　
っ
て
比
較
的
保
守
的
思
想
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
．
大
蔵
省
に
あ
っ
た
渋
沢
と
も
交
流
が
あ
り
、
江
藤
の
司
法
卿
人
事
に
つ
い
て

　
　
は
、
消
極
的
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る
。

　
（
4
）
　
明
治
八
年
七
月
十
六
日
付
『
東
京
曙
新
聞
』
は
、
「
廣
澤
参
議
暗
殺
ノ
嫌
疑
ニ
ョ
リ
獄
庭
二
引
出
サ
レ
シ
モ
ノ
己
二
十
鯨
人
ナ
リ
、
内
四
人
ハ

13
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拷
訊
二
堪
ユ
ル
ア
タ
ハ
ズ
シ
テ
自
ラ
犯
状
ヲ
供
セ
シ
ガ
、
其
確
実
ナ
ラ
ザ
ル
ト
コ
・
ア
ル
ヲ
以
テ
、
数
回
訊
問
ノ
後
遂
二
無
罪
二
決
シ
、
本
月
十
三

　
日
ヲ
以
テ
盤
ク
放
免
セ
ラ
レ
タ
リ
．
而
シ
テ
吾
政
府
ハ
之
ニ
ヨ
リ
テ
愈
々
拷
問
ノ
弊
害
ア
ル
ヲ
知
リ
、
之
ヲ
魔
止
ス
ベ
キ
ノ
内
議
已
二
決
着
セ
シ
旨

　
ヲ
傳
聞
セ
リ
．
」
と
報
じ
て
い
る
。
同
事
件
が
拷
問
廃
止
論
議
に
与
え
た
影
響
は
き
わ
め
て
大
き
か
っ
た
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

（
5
）
　
司
法
職
務
定
制
に
基
づ
き
前
年
八
月
司
法
省
警
保
寮
が
設
け
ら
れ
、
こ
こ
に
形
の
上
で
警
察
権
の
中
央
集
権
化
が
推
進
さ
れ
た
が
、
実
際
に
裁

判
と
司
法
警
察
と
の
関
係
は
、
依
然
制
度
的
に
も
人
的
に
も
整
序
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
（
福
島
正
夫
編
『
日
本
近
代
法
体
制
の
形
成
』
上
巻
、
三

　
一
三
頁
ー
三
一
四
頁
）
。

（
6
）
　
前
掲
『
明
治
秘
史
・
疑
獄
難
獄
』
三
一
頁
、
田
中
論
文
、
二
六
〇
頁
．

（
7
）
安
藤
に
つ
い
て
は
、
「
安
藤
則
命
求
推
事
六
ケ
条
」
な
る
書
類
が
み
え
、
「
明
治
六
年
二
月
、
安
藤
中
検
事
』
提
出
と
さ
れ
て
い
る
（
『
大
木
喬

　
任
文
書
』
、
国
会
図
書
館
蔵
）
。

（
8
）
　
同
右
書
。

（
9
）
　
国
立
公
文
書
館
所
蔵
『
公
文
録
』
辛
未
、
廣
澤
参
議
暗
殺
始
末
一
、
「
起
田
正
一
初
メ
覆
審
之
儀
二
付
伺
」
。

（
10
）
　
検
事
側
か
ら
は
、
「
賊
ノ
足
跡
ト
申
立
又
自
身
ノ
仕
業
ト
白
状
候
末
又
翻
言
云
々
及
候
事
」
．
「
裁
判
所
ニ
テ
始
取
調
ノ
初
日
並
五
ケ
條
推
問
如

　
何
事
」
、
「
密
通
ノ
事
件
推
問
如
何
ノ
事
」
、
「
會
計
放
蕩
ノ
始
末
如
何
ノ
事
」
、
「
大
匠
役
所
ニ
テ
厳
責
苦
痛
二
堪
兼
妄
言
及
申
立
責
問
ノ
始
末
推
問
如

　
何
ノ
事
」
の
五
点
の
究
明
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
以
上
の
諸
点
に
関
す
る
調
書
は
阪
本
権
中
判
事
、
有
馬
少
判
事
の
も
と
で
、
「
起
多
（
田
）
一
件

　
口
書
案
」
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
（
前
掲
『
大
木
喬
任
文
書
』
．
国
会
図
書
館
蔵
）
。

（
n
）
　
こ
の
措
置
は
．
裁
判
所
側
が
福
井
か
ね
と
起
田
と
の
関
係
及
び
起
田
の
殺
害
動
機
に
関
し
て
、
も
は
や
こ
れ
以
上
立
証
不
能
と
す
る
検
事
側
の

　
主
張
を
認
め
た
た
め
に
検
討
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
警
察
側
は
処
分
保
留
に
反
対
し
た
．

（
12
）
　
安
藤
は
内
務
省
、
東
京
警
視
庁
発
足
に
伴
い
、
権
大
警
視
に
転
出
し
、
再
び
川
路
利
良
を
中
心
と
し
て
薩
摩
閥
の
強
力
な
新
警
察
組
織
に
復
帰

　
し
た
．
安
藤
人
脈
の
形
成
に
つ
い
て
は
、
次
章
に
お
い
て
検
討
を
加
え
た
．

（
1
3
）
　
参
座
制
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
藤
原
明
久
「
明
治
六
年
に
お
け
る
京
都
府
と
京
都
裁
判
所
と
の
裁
判
権
限
争
議
（
上
）
（
下
）
」
（
『
神
戸
法
学
雑
誌
』

　
第
三
十
四
巻
第
三
、
四
号
）
、
及
び
三
谷
太
一
郎
『
近
代
目
本
の
司
法
権
と
政
党
』
（
昭
和
五
十
五
年
、
塙
書
房
）
等
参
照
、
な
お
拙
稿
「
明
治
六
年
・

　
小
野
組
転
籍
事
件
の
一
考
察
」
（
『
法
学
研
究
』
第
五
八
巻
十
二
号
）
に
お
い
て
も
若
干
そ
の
政
治
的
意
味
に
言
及
し
た
。

（
14
）
　
参
座
規
則
は
「
広
沢
故
参
議
暗
殺
事
件
別
局
裁
判
規
則
」
と
し
て
、
明
治
八
年
二
月
成
立
を
み
た
。
全
十
二
条
よ
り
な
る
同
規
則
に
は
、
原
告

　
官
、
弁
護
官
、
参
座
、
裁
判
官
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
の
規
定
が
み
え
、
末
尾
に
投
票
方
法
が
記
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
『
公
文
録
』
、
「
司
法
省
ヨ
リ
廣

　
澤
参
議
暗
殺
事
件
取
調
別
局
規
則
ノ
儀
伺
」
等
参
照
）
．

14



（
1
5
）
　
前
掲
尾
佐
竹
『
明
治
秘
史
・
疑
獄
難
獄
』
四
七
頁
ー
四
九
頁
参
照
．

（
1
6
）
　
同
右
書
、
三
四
頁
．

（
17
）
　
前
掲
田
中
論
文
、
二
六
五
頁
以
下
参
照
．

（
18
）
　
明
治
六
年
頃
よ
り
、
木
戸
は
長
州
派
擁
護
の
立
場
よ
り
司
法
改
革
を
主
張
し
．
大
阪
会
議
で
そ
の
意
見
が
大
審
院
設
置
に
大
き
く
反
映
さ
れ
た

と
言
え
る
。
木
戸
の
司
法
制
度
批
判
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
明
治
六
年
・
小
野
組
転
籍
事
件
の
一
考
察
」
（
前
出
）
で
検
討
を
加
え
た
。
大
阪
会
議
の

評
価
に
つ
い
て
は
、
原
口
清
『
日
本
近
代
国
家
の
形
成
』
（
昭
和
五
十
五
年
、
岩
波
書
店
）
等
参
照
。

（
1
9
）
（
2
0
）
　
『
公
文
録
』
（
前
掲
）
一
、
太
政
官
公
文
「
廣
澤
故
参
議
暗
殺
一
件
糾
弾
之
儀
二
付
伺
」
．

四
、
安
藤
の
政
治
行
動
と
警
察
当
局

広沢参議横死事件と安藤則命

　
明
治
八
年
二
月
の
参
座
制
設
置
に
先
立
ち
、
安
藤
は
同
年
一
月
八
日
付
で
三
條
太
政
大
臣
宛
に
上
申
書
を
提
出
し
た
。
大
久
保
の
指
導

　
　
　
　
　
　
（
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

下
に
あ
る
内
務
省
を
背
景
と
し
て
、
警
視
庁
内
部
に
は
川
路
ー
安
藤
体
制
が
発
足
し
て
い
た
。
安
藤
は
、
こ
う
し
た
薩
閥
警
察
の
後
ろ
楯

を
得
て
、
司
法
省
に
よ
る
広
沢
事
件
の
処
理
に
抗
議
し
た
．

　
安
藤
は
冒
頭
、
事
件
処
理
の
経
過
を
略
述
し
た
後
、
捜
査
権
問
題
に
つ
い
て
「
松
本
判
事
等
ヨ
リ
（
中
略
）
大
匠
於
テ
取
調
二
及
ヘ
キ

條
理
無
之
、
至
急
司
法
省
へ
送
致
イ
タ
ス
ヘ
キ
旨
東
京
府
知
事
へ
再
三
督
責
有
之
候
得
共
、
（
中
略
）
探
索
取
調
節
ハ
素
ヨ
リ
大
匠
職
掌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

ニ
モ
有
之
云
々
畢
寛
陳
述
シ
、
遂
送
致
セ
ス
」
と
の
経
緯
を
述
べ
た
．
そ
し
て
、
し
か
る
べ
き
捜
査
の
後
司
法
省
裁
判
所
に
送
致
し
た
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

こ
ろ
が
、
「
初
メ
督
責
ノ
趣
意
ト
甚
齪
齪
シ
」
、
裁
判
所
の
取
り
調
べ
は
き
わ
め
て
「
軽
忽
二
渉
」
っ
た
と
強
い
調
子
で
批
判
し
た
。
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

に
「
初
席
元
九
條
殿
跡
白
洲
ニ
モ
無
之
通
常
座
敷
於
テ
、
内
密
二
松
本
判
事
等
懇
々
丁
寧
取
調
」
の
点
を
槍
玉
に
挙
げ
て
い
る
。

　
安
藤
は
、
こ
の
他
捜
査
の
内
容
に
つ
い
て
、
裁
判
所
側
の
審
理
を
不
当
と
し
て
、
容
疑
事
実
の
子
細
に
わ
た
り
批
判
を
加
え
て
い
る
．

そ
し
て
、
本
件
に
臨
み
、
「
右
ハ
則
命
不
肖
ト
難
モ
、
七
ケ
年
有
余
警
察
事
務
二
預
リ
、
千
緒
万
端
大
小
事
件
実
際
二
当
リ
、
往
々
其
景

況
ヨ
リ
手
掛
ヲ
得
、
其
実
ヲ
挙
ル
モ
ノ
多
シ
．
正
一
（
起
田
ー
筆
者
）
足
跡
符
合
之
次
第
ヨ
リ
姦
通
、
会
計
等
云
々
曖
昧
ノ
申
立
、
且
カ
ネ

15
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（
8
）

義
事
変
ノ
際
二
望
、
・
・
、
再
三
偽
言
等
申
立
候
心
底
不
審
ノ
ケ
條
二
至
テ
ハ
、
尤
モ
手
掛
リ
ノ
確
証
タ
ル
モ
ノ
ト
見
込
候
．
」
と
自
信
を
覗
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

せ
て
い
る
．
東
京
府
取
締
組
以
来
培
っ
て
き
た
捜
査
技
術
へ
の
自
信
と
薩
閥
の
力
を
頼
ん
だ
言
動
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
m
）

　
そ
し
て
、
安
藤
は
左
の
如
く
上
申
書
を
結
ん
だ
．

勅
命
モ
有
之
候
大
獄
ノ
儀
ヲ
、
是
迄
掛
ケ
判
事
ノ
糾
弾
甚
軽
忽
ニ
テ
全
ク
其
職
ヲ
不
轟
儀
ハ
勿
論
、
伏
罪
セ
シ
囚
人
ヲ
白
州
ニ
モ
無
之
通
常
之
座
席
ニ

テ
正
一
二
限
リ
密
二
曖
昧
取
調
及
ヒ
、
殊
二
空
気
モ
漏
サ
ル
狭
温
ノ
臭
気
ア
ル
新
濫
ヲ
殊
更
二
取
持
、
右
へ
入
置
候
事
共
、
甚
粗
漏
之
取
扱
、
労
真
服

不
仕
候
、
就
テ
ハ
最
初
言
上
仕
候
次
第
モ
有
之
候
二
付
．
顛
末
猶
御
照
考
ノ
為
メ
不
忌
揮
書
類
相
添
充
分
異
見
上
申
仕
候
間
、
偏
二
公
正
明
白
ナ
ル
裁

判
相
成
候
様
仕
度
、
此
段
謹
テ
具
申
仕
候
也

16

す
な
わ
ち
、
安
藤
は
裁
判
所
の
被
告
に
対
す
る
「
甚
粗
漏
之
取
扱
」
に
抗
議
す
る
と
と
も
に
、
関
係
書
類
を
添
付
す
る
旨
を
表
明
し
、

「
偏
二
公
明
明
白
ナ
ル
裁
判
相
成
候
様
」
政
府
に
求
め
た
の
で
あ
る
．
こ
れ
に
ょ
り
、
警
察
当
局
と
裁
判
所
側
と
の
紛
争
は
太
政
官
に
持

ち
込
ま
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

　
太
政
官
の
直
接
の
対
応
を
知
る
手
掛
か
り
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
の
年
設
置
を
み
た
参
座
制
の
下
で
、
起
田
、
福
井
に
つ

い
て
は
中
警
視
安
藤
が
原
告
官
と
し
て
裁
判
に
臨
ん
だ
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
参
座
制
は
、
い
わ
ゆ
る
疑
獄
難
獄
に
つ
い
て
司
法
関
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

者
以
外
か
ら
の
参
加
と
判
断
を
仰
ぎ
、
結
果
と
し
て
政
治
的
決
着
を
は
か
ろ
う
と
す
る
一
種
の
官
員
陪
審
で
あ
る
。
こ
の
と
き
は
、
内
務
、

外
務
．
文
部
．
陸
軍
，
教
部
各
省
の
中
級
官
僚
が
参
座
に
充
当
さ
れ
、
さ
ら
に
原
告
官
に
警
察
関
係
者
，
弁
護
官
に
司
法
省
関
係
者
が
配

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
B
）

置
さ
れ
て
、
形
式
上
の
公
平
が
維
持
さ
れ
た
。
し
か
し
、
同
参
座
制
に
つ
い
て
、
同
年
四
月
の
司
法
改
革
に
ょ
り
「
大
審
院
章
程
」
が
適

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

用
さ
れ
、
司
法
卿
が
裁
判
長
た
り
え
な
く
な
っ
た
こ
と
は
、
さ
ら
に
一
歩
公
平
化
が
進
展
し
た
と
言
う
こ
と
が
で
ぎ
よ
う
。

　
同
年
六
月
の
審
理
に
臨
み
、
安
藤
は
こ
れ
ま
で
の
捜
査
の
集
大
成
と
し
て
厳
し
く
被
告
の
罪
状
を
糾
弾
し
た
．
司
法
省
側
か
ら
は
、
特

段
新
た
な
証
拠
は
提
出
さ
れ
な
か
っ
た
．
参
座
の
投
票
を
前
に
し
て
、
裁
判
官
、
原
告
官
、
弁
護
官
の
問
で
は
、
被
告
の
う
ち
直
接
犯
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

に
関
係
の
な
い
対
象
者
を
中
心
に
関
係
証
人
に
認
定
す
べ
き
で
あ
る
と
の
議
論
が
な
さ
れ
た
．
そ
し
て
、
協
議
の
結
果
、
起
田
以
外
は
み
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な
関
係
証
人
と
す
る
こ
と
に
決
し
た
の
で
あ
る
．
す
な
わ
ち
、
参
座
投
票
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
、
起
田
一
人
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
安
藤
の
論
告
が
一
定
の
範
囲
で
認
め
ら
れ
た
証
左
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
評
決
の
結
果
は
無
罪

　
　
　
（
1
6
）

で
あ
っ
た
。

　
参
座
制
は
陪
審
制
の
一
種
で
あ
る
以
上
、
投
票
の
結
果
を
分
析
す
る
こ
と
の
意
味
は
少
な
い
と
言
え
よ
う
。
安
藤
の
論
告
が
た
と
え
証

拠
不
十
分
で
な
か
っ
た
に
し
て
も
、
参
座
を
納
得
さ
せ
る
内
容
で
な
か
っ
た
と
言
う
よ
り
他
は
な
い
．
む
し
ろ
、
安
藤
が
五
年
九
月
以
降

一
時
中
検
事
時
代
を
挟
み
な
が
ら
も
、
一
貫
し
て
起
田
の
有
罪
を
主
張
し
、
七
年
以
降
は
薩
閥
警
察
を
背
景
と
し
て
一
層
の
発
言
力
を
増

し
た
こ
と
が
事
態
を
こ
こ
ま
で
進
展
さ
せ
た
点
を
強
調
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
「
権
大
警
視
安
藤
則
命
、
日
夜
（
詔
書
）
を
懐
中
し
て
最
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

捜
索
に
励
む
…
－
（
中
略
）
…
…
大
い
に
疑
惑
を
発
し
、
公
平
に
探
索
す
」
と
の
佐
々
木
元
司
法
大
輔
の
言
に
端
的
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

安
藤
の
同
事
件
へ
の
取
り
組
み
は
内
務
省
警
察
形
成
期
に
お
け
る
捜
査
官
の
一
姿
勢
を
示
す
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

　
し
か
し
、
同
年
の
臨
時
裁
判
に
お
い
て
、
綿
貫
そ
の
他
の
警
察
側
原
告
官
が
書
面
の
み
の
論
告
に
終
始
し
た
こ
と
は
、
未
だ
川
路
－
安

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

藤
体
制
が
十
分
に
確
立
し
て
い
な
い
こ
と
を
示
す
も
の
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
ま
れ
、
こ
れ
ま
で
言
わ
れ
た
如
き
安
藤
の

強
制
捜
査
が
事
件
の
解
決
を
誤
ら
せ
た
と
の
一
面
的
評
価
は
必
ず
し
も
あ
た
ら
な
い
こ
と
が
改
め
て
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。
尾
佐
竹
博

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

士
の
研
究
以
来
、
直
情
径
行
型
の
安
藤
に
よ
る
強
引
な
捜
査
と
の
断
定
は
、
か
え
っ
て
事
件
の
政
治
的
背
景
を
究
明
す
る
障
害
と
な
っ
た

如
く
思
考
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
司
法
省
警
保
寮
は
薩
摩
出
身
者
の
割
合
は
少
な
か
っ
た
が
、
東
京
警
視
庁
は
薩
摩
出
身
者
の
比
率
が
ひ
じ
ょ
う
に
高
か
っ
た
．
内
務
省
官
僚
の

　
　
構
成
に
つ
い
て
は
、
板
垣
哲
夫
「
大
久
保
内
務
卿
（
明
治
六
年
一
一
月
～
一
一
年
五
月
）
に
お
け
る
内
務
省
官
僚
」
（
近
代
日
本
研
究
会
編
『
幕
末
・

　
　
維
新
の
日
本
』
所
収
、
昭
和
五
十
六
年
、
山
川
出
版
社
）
、
及
び
大
日
方
純
夫
「
警
察
と
民
衆
3
」
（
『
法
学
セ
、
ミ
ナ
ー
』
、
第
三
六
七
号
）
等
参
照
。

　
（
2
）
　
前
掲
中
原
論
文
（
一
）
、
一
〇
八
頁
．

　
（
3
）
～
（
6
）
　
『
公
文
録
』
辛
未
、
廣
澤
参
議
暗
殺
始
末
一
、
「
廣
澤
参
議
暗
殺
事
件
審
判
ノ
儀
二
付
安
藤
中
警
視
上
申
書
」
．

　
（
7
）
　
『
大
木
喬
任
文
書
』
（
国
会
図
書
館
所
蔵
）
、
「
元
九
條
殿
跡
於
テ
松
本
判
事
等
内
密
取
調
之
節
申
立
ノ
ケ
條
」
参
照
。
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官
藤
澤
次
謙
の
四
君
も
故
廣
澤
参
議
切
害
裁
判
の
参
座
を
命
じ
ら
れ
た
り
と
世
間
の
風
説
に
て
は
、

　
り
た
る
時
は
、

　
事
に
連
累
の
疑
ひ
あ
る
諸
人
を
、

　
る
。

（
1
2
）
　
参
座
制
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
尾
佐
竹
猛
前
掲
書
（
『
明
治
文
化
史
と
し
て
の
目
本
陪
審
史
』
）
及
び
三
谷
太
一
郎
前
掲
書
参
照
．

（
1
3
）
　
明
治
八
年
三
月
十
九
日
初
席
は
、
参
議
兼
司
法
卿
大
木
喬
任
、
司
法
大
輔
山
田
顕
義
、
権
中
判
事
小
畑
美
稲
、
少
判
事
杉
浦
知
周
、
権
少
判
事

　
中
村
元
嘉
、
司
法
大
丞
青
山
貞
、
同
渡
辺
験
、
大
解
部
小
島
充
均
、
大
解
部
田
中
廣
徳
、
権
大
解
部
福
田
正
章
、
三
職
、
参
議
兼
外
務
卿
寺
島
宗
則

　
ら
が
同
席
し
た
（
『
公
文
録
』
辛
未
、
廣
澤
参
議
暗
殺
始
末
）
。

（
14
）
　
『
公
文
録
』
明
治
八
年
、
外
史
本
課
、
「
大
審
院
諸
裁
判
所
並
司
法
省
検
事
職
制
章
程
各
魔
へ
御
達
並
御
布
告
伺
」
参
照
。

（
1
5
）
（
16
）
　
前
掲
田
中
論
文
、
二
六
五
頁
以
下
。

（
1
7
）
　
『
保
古
飛
呂
比
』
。

（
1
8
）
　
『
内
務
省
史
』
第
二
巻
、
五
八
三
頁
－
五
八
五
頁
。

（
1
9
）
　
警
察
部
内
の
派
閥
に
つ
い
て
は
、
次
章
及
び
前
掲
板
垣
論
文
参
照
．

（
20
）
　
前
掲
『
法
窓
秘
聞
』
、
九
二
頁
。

『
公
文
録
』
辛
未
、
廣
澤
参
議
暗
殺
始
末
一
、
「
廣
澤
参
議
暗
殺
事
件
審
判
ノ
儀
二
付
安
藤
中
警
視
上
申
書
」
．

取
締
組
の
任
務
に
つ
い
て
は
、
明
治
四
年
十
一
月
「
取
締
組
大
膿
規
則
」
が
制
定
さ
れ
た
が
、
七
年
一
月
に
は
警
視
庁
の
設
置
に
よ
り
消
滅
し

（
『
法
規
分
類
大
全
』
警
察
門
、
五
四
頁
）
。

前
掲
『
公
文
録
』
辛
未
、
廣
澤
参
議
暗
殺
始
末
一
参
照
．

参
座
の
設
置
に
つ
い
て
、
明
治
八
年
二
月
十
二
日
付
東
京
日
目
新
聞
は
、
「
内
務
大
丞
村
田
氏
壽
、
三
等
議
官
生
田
精
、
高
崎
正
風
、
四
等
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嚢
に
警
視
聴
に
於
て
故
廣
澤
君
の
妾
を
糾
問
あ

　
　
　
　
自
ら
主
人
を
殺
し
た
り
と
白
状
し
、
司
法
省
へ
送
致
と
な
り
て
よ
り
は
、
又
殺
さ
ぬ
と
云
ひ
張
り
、
其
言
更
に
一
定
せ
ず
。
因
て
此

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
同
に
審
判
せ
ら
る
る
と
の
事
に
て
、
斯
く
各
省
よ
り
参
座
の
官
員
を
出
さ
る
る
な
り
と
云
へ
り
。
」
と
伝
え
て
い
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五
　
結

び

以
上
、
広
沢
事
件
の
検
討
を
通
じ
て
、
明
治
初
年
の
警
察
制
度
形
成
期
に
お
け
る
警
察
官
僚
安
藤
の
意
識
と
行
動
を
考
察
し
た
。
こ
れ



ま
で
．
安
藤
に
つ
い
て
は
、
拷
問
を
交
え
た
強
引
な
捜
査
が
、
事
件
処
理
の
｝
大
障
害
と
な
ウ
た
と
す
る
一
面
的
評
価
が
与
え
ら
れ
て
ぎ

た
．
結
局
、
同
事
件
が
犯
人
を
特
定
で
き
ず
未
解
決
の
ま
ま
に
終
結
し
た
こ
と
が
、
か
か
る
評
価
を
生
む
結
果
と
な
っ
た
。

　
し
か
し
、
す
で
に
述
べ
た
如
く
、
安
藤
の
捜
査
を
跡
づ
け
る
『
三
條
家
文
書
』
、
『
大
木
文
書
』
そ
し
て
『
公
文
録
』
中
の
新
資
料
の
多

く
は
、
そ
の
捜
査
が
け
っ
し
て
当
時
の
水
準
と
し
て
不
備
な
も
の
で
な
い
こ
と
を
雄
弁
に
物
語
っ
て
い
る
．
む
し
ろ
、
一
定
の
政
治
的
姿

勢
に
た
っ
て
捜
査
に
予
断
を
交
え
た
司
法
省
側
の
取
り
組
み
こ
そ
問
題
と
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
．
ま
た
、
事
件
発
生
時
に
お
け
る
捜
査

体
制
の
混
乱
が
、
事
件
の
解
決
を
阻
む
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
た
こ
と
も
見
逃
す
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
．
と
ま
れ
、
安
藤
が
同
事
件
捜

査
を
長
期
に
わ
た
り
担
当
し
た
こ
と
は
、
安
藤
自
身
の
警
察
官
僚
と
し
て
の
主
体
性
の
確
立
に
一
定
の
影
響
を
与
え
た
も
の
と
言
え
よ
う
。

　
一
方
．
安
藤
の
同
事
件
を
め
ぐ
る
執
拗
な
裁
判
批
判
は
、
司
法
制
度
形
成
期
に
お
け
る
警
察
の
地
位
向
上
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
と

と
も
に
。
太
政
官
政
府
に
も
薩
閥
警
察
の
存
在
を
強
く
印
象
づ
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
明
治
六
年
ま
で
、
西
郷
の
庇
護
下
に
成
長
し
た
安

藤
ら
警
察
官
僚
は
、
そ
の
後
大
久
保
体
糊
の
下
で
、
川
路
添
脈
を
用
広
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
、
臨
時
裁
判
所
、
参
座
制
の
展
開
過
程
に

お
い
て
．
安
藤
ら
の
要
求
が
政
府
に
ょ
り
一
定
の
範
囲
に
お
い
て
容
認
さ
れ
た
こ
と
は
、
同
事
件
を
め
ぐ
っ
て
発
揮
さ
れ
た
警
察
官
僚
の

政
治
力
を
示
す
一
餉
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

広沢参議横死事件と安藤則命
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